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2 Ha-3　　　　　　　　　住宅における高齢者の血圧の2 4時間変動について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一夏季における実測調査－

　　　　　　　　　　　　　　　　　郡山女大　　○佐藤篤史　　日本大　吉田　燦

【目的】東北地方の低温環境下で脳血管障害の発生率が高いことは以前から知られている
が、統計的な調査や実験室での実験が主としておこなわれており、日常生活においての調

査報告は少ない。本研究は、脳血管障害に関連の深いと考えられる血圧変動の特性と、室

温との関連を把握することを目的としており、その基礎資料を得るために、夏季におこな

った日常生活における24時間血圧測定を報告するものである。

【方法】1995年夏季に、郡山市内に居住する高齢者男性２名、女性２名、青年２名を対象

に、各住宅24時間づつ実測調査をおこなった。測定項目は次の通りである。①24時間血圧

測定(10分間隔で自動記録）。②皮膚温測定( 2分間隔で６点を自動記録）。③住宅熱環

境測定。④生活行動の記録（記録用紙に記入）。⑤住宅構造。⑥生活状況調査。
【結果】血圧にも体温と同様に24時間の周期リズムがあるが、高齢者のうち男性２名は高

血圧と診断されており、24時間を通して高い値を示していた。高齢者の女性２名は日常的

に家事労働をおこなっており、その時間帯に血圧が上昇する傾向がみられた。また、青年

と比較して、高齢者の血圧は変動幅が大きいことが認められた。高齢者が住宅内で事故を

起しやすい場所としてトイレがあるが、夏季の測定では高齢者、青年ともにトイレに行く

ことによる急激な血圧変動はみられなかった。トイレの形態が様式であることと、夏季で

あるため温度変化にさらされないためであると考えられる。さらに、高齢者の血圧が急に

上昇する時間帯として起床時があるが、覚醒、起床の段階では血圧は変動せず、着替や洗

面などの行動により変動が起っていた。皮膚温と血圧の相関は認められなかった。

2 Ha-4　　　　　　生理・心理反応からみた至適浴室温に関する実験的研究

　　　　　　　　○輿水　ヒカル＊，栃原　裕＊，大野　静枝＊＊

　　　　　　　　（＊国立公衆衛生院，＊＊日本女子大学）

　目的　入浴に関して生理学的見地からの報告や提案は幾つか見られるが,入浴も含め

た浴室（脱衣室）温度についての研究は少ない。また，住宅内の空調空間（居間等）と

非空調空間（脱衣室，トイレ,廊下等）の温度差による人体への影響も問題とされてお

り，住宅内の居住性を高めるという点においても至適浴室温度を検討することは意義が

あると考えられる。我々の研究では,浴室温度の違いによる生理反応･心理反応の影響

を検討し，至適浴室温度を求めることを目的として実験を行った。，

　方法　浴室温度を気温15, 19, 23, 27, 31℃の５条件とし，被験者は22～24歳の健

康な女性８人を採用した。湯温は4i℃,入浴時間は10分間とした。着衣は入浴前と入

浴中は水着のみ，入浴後はＴシャツ・短パンのみ着用し設定室に30分間滞在した。

　結果　実験の結果，入浴後の平均皮膚温は3i℃～34℃に分布すること，気温と申告

の関係より気温23℃が最も不満の少ない温度となること等が明らかにされた。同様の

方法により行った冬期実験の結果とも総合的に検討する。
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